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道南を
たがや

農す
農
す ―

 

生
き
る
力
を
体
現
し
た
容
姿
、自
然
本
来

の
鮮
や
か
な
彩
り
、四
季
折
々
で
地
域
の
景
観
で
あ

り
続
け
る「
農
産
物
」と
、そ
れ
を
生
み
出
す「
農
業

者
」た
ち
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
く
。

北
斗
市
追
分

白
石　

裕　

昭
さ
ん（
55
）

ひ
と
み
さ
ん（
52
）

　

目
を
引
く
の
は
、
白
く
き
め
細
か
い
肌
。
そ
し
て
丸
み
を
帯
び
た
優
し
い
形
。

そ
の
姿
か
ら
「
野
菜
の
貴
婦
人
」
と
も
称
え
ら
れ
る
野
菜
だ
。
独
特
の
サ
ク
サ
ク

と
し
た
歯
触
り
、
高
級
感
の
あ
る
ほ
ろ
苦
さ
や
香
り
に
人
気
が
あ
る
。

　

地
中
海
が
原
産
で
、
欧
米
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
野
菜
。
１９
世
紀
の
ベ
ル
ギ
ー
で

栽
培
方
法
が
考
案
さ
れ
、
今
で
は
フ
ラ
ン
ス
で
生
産
が
盛
ん
だ
。
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
の
選
手
が
紹
介
し
た
こ
と
で
、
最
近
で
は
国
内
で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
チ
コ
リ
ー
を
道
南
で
生
産
し
て
い
る
唯
一
の
農
家
が
、
北
斗
市
の
白
石

裕
昭
さ
ん
だ
。「
北
海
ホ
ワ
イ
ト
チ
コ
リ
ー
」
の
名
前
で
出
荷
さ
れ
る
ほ
か
、「
も

ぎ
た
て
市
」
や
「
ご
近
所
野
菜
」
な
ど
の
直
売
で
地
元
で
も
気
軽
に
味
わ
え
る
。

　

栽
培
の
ス
タ
ー
ト
は
早
く
、
７
月
に
播
種
・
育
苗
、
８
月
に
定
植
が
行
わ
れ
る
。

夏
の
間
、
栄
養
を
根
に
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
る
。
大
き
く
育
っ
た
根
は
秋
に
一
旦
掘

り
上
げ
て
土
に
埋
め
て
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
順
次
、
ハ
ウ
ス
内
の
ベ
ッ
ド
に
移
植

さ
れ
る
。
１
ヶ
月
弱
ほ
ど
で
再
び
芽
が
伸
び
る
と
収
穫
を
迎
え
る
。
収
穫
は
１２
月

か
ら
３
月
こ
ろ
に
か
け
て
行
わ
れ
、
冬
場
の
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。

　

白
石
さ
ん
の
栽
培
方
法
は
、
移
植
し
た
際
に
籾
殻
を
３０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に

か
ぶ
せ
る
の
が
特
徴
。
保
温
と
遮
光
で
一
石
二
鳥
の
効
果
だ
。
さ
ら
に
、「
特
別
栽

培
農
作
物
」
の
認
証
を
受
け
て
い
て
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
従
来
の
半
分
以
下
に

抑
え
て
い
る
。
そ
の
分
、
黒
酢
な
ど
の
有
機
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル

に
は
Q
R
コ
ー
ド
が
付
い
て
い
て
、
消
費
者
が
そ
の
栽
培
履
歴
を
閲
覧
で
き
る
。

【
農
産
物
】
チ
コ
リ
ー

雪
の
よ
う
な
白
さ
が
自
慢
で
す
。

　
　
　
　
　

チ
コ
リ
ー
は
冬
の
野
菜
の
貴
婦
人

①③

②④

真っ白な箱に入ったチコリーを手に一枚。真っ白な箱に入ったチコリーを手に一枚。
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新函景看
第１０面
～北斗市～

大野新道沿い、北斗市開
発の倉庫前にあるこの
看板。米麦改良協会が
ふっくりんこのＰＲの
ために立てました。「こ
の街がこのお米の故

郷！！」「自信をもって全国へ！」という言葉
が熱意を感じさせます。
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そ
う
い
っ
た
こ
だ
わ
り
を
支
え
る
の
が
、
奥
さ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
。
チ
コ
リ
ー
の

様
々
な
食
べ
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
定
番
の
肉
な
ど
を
乗
せ
る
食
べ
方
の
他
に
も
、

ス
ー
プ
や
冷
し
ゃ
ぶ
、
さ
ら
に
は
天
ぷ
ら
な
ど
、
調
理
法
は
多
彩
だ
と
い
う
。
旬
の

野
菜
が
少
な
い
こ
の
時
期
、
チ
コ
リ
ー
を
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

①①③③

②②④④

真っ白な箱に入ったチコリーを手に一枚。

①畑の下で保管した根を掘り返すのが、一番の重労働だという。冬場の作業は雪かきから始まる。　②被せ
る籾殻は、チコリーが完全に埋まるほどぶ厚い。　③チコリーを傷つけないように、慎重に籾殻を除けて収穫
する。まるで宝探しのようだ。　④ご夫婦の手で丁寧に箱詰めされて出荷される。ホテルなどからも引き合い
が強い。
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総会・大会講義・勉強会

若者のパワーを結集！若者のパワ を若者のパワ を結集集

青年部の活動をご紹介青年部の活動をご紹介

　若手農家たちが自由な発想で活躍している、我らがＪＡ新はこだて青年部。その活動は、農業経営の向上にむけた学習や地域
貢献をはじめ、部員同士の交流、後継者対策など、とても幅広い活動をしています。
　前回の定期総会から１年が経とうとしている今、1年間の様々な取り組みを振りかえります。

　当青年部で力を入れて
いるポリシーブック（行動計
画集）が優良事例に選ばれ、
表彰されました。確実に取
り組める行動目標を設定
し、ＰＤＣＡ（計画・実行・確
認・改善）サイクルを徹底する姿勢に高評価を頂きました。

２年連続で表彰 ～ ポリシーブック全国大会

１年の始まり～ 第１２回青年部定期総会

　１月２０日、北海道農政事務
所を招いて「総合的なTPP
関連政策大綱」についての
勉強会を開きました。政府
が示した政策に対して、厳し
い質問が相次ぎました。

　７地区・２７０名ほどの若手農家が、地域社会や農業の活性化の
ために活動しています。その取り組みは、消費者との交流やＰＲ、盟
友同士の親睦、スキルアップに向けた勉強会などさまざま。全道・全
国の青年部との交流や農業先進地への視察など、道南にとどまらな
い活動もしています。

　盟友が一堂に集まる、年
に１度の大事な会です。新役
員体制が選任されたほか、
「農畜産物のＰＲの充実」な
どについて熱い議論が展開
されました。盟友の思いを
受け、農業や地域の活性化に向けて決意を新たにしました。

危機を乗り越える ～
「ＴＰＰ関連政策大綱」学習会

明るい未来に向け、さまざまな活動に取り組んでいます！

　２回目となる今回は「TPP
及び今後の道南農業につい
て」と題して議論を交わしま
した。前田議員から熱い激
励をいただき、青年部活動
への士気も高まりました。

永田町に想いを伝える ～
前田一男代議士と意見交換

特　　集

青年部って何をしてるの？
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地域貢献活動視察研修

後継者対策

部員間交流

青年部の活動をご紹介

先進の農業を
学ぶ ～

大野地区青年部が
視察研修

投稿募集中です！

～ 青年部通信を発
行

　夏祭りや収穫祭で屋台を
出店して、盛り上がりに一
役買いました！　定番の焼
き鳥やかき氷だけでなく、
はこだて和牛の串焼きや手
作りピザも大人気でした。

地域密着で盛り上がる ～ 各地でお祭りに出店

　毎年、生産技術の向上や
部員間の交流を目的に、部
員の圃場を訪れています。
今回は役員９名が、厚沢部
にある圃場を視察させても
らいました。

良い所を吸収しあおう ～ 管内視察研修

会場は笑顔でいっぱい！ ～
食と農と愛をつなぐフェスティバル

共通の仲間と交流 ～ ＪＡふらの青年部視察研修

　１２月１２日、「ファーマー
ズカップリングＰａｒｔｙ２０１
５」を開きました。１泊２日の
期間中、参加者はディナー
やボウリングを楽しみなが
ら仲を深め、見事４組のカッ
プルが成立しました。
夏には大野地区青年部が「食農体験型婚活in北斗」を開
き、収穫体験などで交流。6組のカップルが誕生しました。

広域合併した青年部同士
で、毎年交流しています。今
年はＪＡふらのにお邪魔し
て、堆肥化施設や大規模な
集出荷場を見学しました。
また、婚活事業など幅広く
意見交換し、有意義な交流になりました。

　地域の方と交流するため
に毎年開催しているこのイ
ベント。今年は初めてあぐ
りへい屋でお祭りを開催し
ました。たくさんの方にご
来場いただき、米すくいや
馬鈴薯つめ放題などの農家らしい企画を楽しんでもらい
ました。また、はこだて和牛入り焼きそばや新鮮野菜の格
安販売コーナーも大好評でした。

記念の年を盛大に祝う ～
森地区青年部６０周年記念祝賀会

カップル４組に祝福 ～ 森地区で婚活パーティー

　ＯＢや組合員、ＪＡ・町関係
者などから来賓をお招きし
て盛大に祝いました。甲田
部長は「先輩の思いを受け
継ぎ、未来に向けて挑戦し
たい」と抱負を表しました。

終わりに…青年部からひとこと
　今年も地域農業に貢献し仲間との絆を深められる
よう、青年部活動に一層の努力をしていきます！　至
らない点も多いかとは思いますが、今後とも青年部活
動にご理解とご協力をよろしくお願いします！！

facebookページで最新情報を随時更新中です！
ぜひ「いいね！」をお願いします！
https://fb.com/1551402978477337/

我が街を
美しく ～
地域清掃活動

活

地区をまたいで
交流を ～
若松・北渡島
意見交換交流会
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&新婚さ
ん新婚さ
ん ●

設
立
経
過
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

渡
辺
会
長　

初
代
の
八
雲
町
酪
農
青
年
研

究
会
委
員
長
の
「
豊
か
で
幸
福
な
生
活

の
実
現
に
は
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女

性
の
力
も
必
要
だ
」
と
い
う
呼
び
か
け

に
応
え
て
集
ま
っ
た
の
が
、
始
ま
り
で

す
。

　
　

全
国
初
の
女
子
酪
青
研
と
し
て
昭
和

３９
年
に
誕
生
し
て
か
ら
、
５０
年
以
上
が

経
ち
ま
す
。
設
立
当
時
は
女
性
部
の
活

動
以
外
で
外
に
出
る
の
に
、
家
族
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

吉
田
副
会
長　

女
子
酪
青
研
は
、
八
雲
か

ら
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　

で
す
が
、
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
状

況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
家
族
経

営
の
減
少
や
仕
事
が
忙
し
い
な
ど
の
理

由
で
、
活
動
に
参
加
で
き
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
は

結
婚
し
た
ら
加
入
す
る
の
が
当
た
り
前

で
し
た
が
、
最
近
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
会
員
も
以
前
に
比
べ
て

減
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
下

　

さ
い
。

渡
辺
会
長　

女
子
酪
青
研
で
は
、
消
費
者

交
流
会
や
学
習
会
を
年
２
回
ほ
ど
開
い

て
い
ま
す
。
消
費
者
交
流
会
の
目
的
は

当
初
、
消
費
拡
大
で
し
た
が
、
最
近
で

は
牛
に
親
し
ん
で
酪
農
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　

た
と
え
ば
、
牛
乳
が
ど
の
よ
う
に
食

卓
に
届
く
の
か
に
つ
い
て
、
親
子
を
対

象
に
食
育
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
イ
ス
作
り
体
験
は
、
手
軽
に
作
れ
て

人
気
が
あ
り
、
酪
農
に
親
し
ん
で
も
ら

う
の
に
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
田
副
会
長　

学
習
会
で
良
い
情
報
を
聞

い
た
ら
、
女
性
は
す
ぐ
に
取
り
入
れ
る

の
で
、
日
々
の
経
営
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
内
容
を
考
え
る
の
は
大
変

で
す
が
、
会
員
の
役
に
立
て
ば
と
い
う

思
い
で
続
け
て
い
ま
す
。

　
　

今
ま
で
の
活
動
で
、
会
員
の
牛
舎
周

り
を
見
る
研
修
は
、
各
自
の
工
夫
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
で
町
外
の
施
設
を
見
る
こ
と

も
、
自
分
の
経
営
を
見
つ
め
直
す
機
会

に
な
り
ま
す
。

●
今
後
の
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

吉
田
副
会
長　

会
員
の
減
少
で
す
。
会
員

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
で
よ
く
話

し
合
い
、
会
員
を
増
や
す
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
に
も

振
り
向
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
楽
し
ん
で

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

渡
辺
会
長　

会
員
の
確
保
が
課
題
で
す
。

若
い
人
に
と
っ
て
は
、
年
齢
も
離
れ
て

い
て
話
題
も
違
う
の
で
加
入
し
づ
ら
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
輩
の

様
々
な
話
が
聞
け
る
こ
と
が
、
私
は
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
歴
史
あ
る
大
切
な
会
を
守
り
な
が

ら
次
の
世
代
へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、

会
員
み
ん
な
で
地
道
に
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

協協同同のの力力

八
雲
地
方
酪
農
青
年
研
究
連
盟
女
子
研
究
会　

設
立
１
９
６
４
年
、
会
員　

１
７
人

〈
取
材 

八
雲
支
店 

中
村 

愛
恵
〉

農
家
経
営
の
一
翼
を
担
う
、女
性
の
力

　

１
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
、
大
き
な
力
に
。〝
協
同
の
力
〞
で
地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
組
織
を
紹
介
し
て
い
く
。
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春山　雅文さん （28歳）
　　　香織さん （28歳）

北斗市　東前

結婚というゴールを迎え、新たな人生をスタートさせた二人の出会いから交際、結婚にいたるまでの経過を紹介していく

メ
ー
ル
で
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

&

【写真上】トラクターで除雪作業をする雅文さん。「香織
さんの手料理はどれも美味しいです」と笑顔。
【写真左】雅文さん、香織さん、２歳の広翔くんと自宅
前にて。「いつか家族でハワイ旅行に行きたいです」と
語る２人。

新婚さ
ん新婚さ
ん新婚さ
ん

vol.10

●
二
人
の
出
会
い…

　
　

春
山
雅
文
（
ま
さ
ふ
み
）
さ
ん
と
香
織
（
か
お
り
）
さ
ん
は
、
平
成

２５
年
１
月
１７
日
に
入
籍
し
た
。

　
　

２
人
の
出
会
い
は
、
自
動
車
免
許
取
得
の
た
め
に
通
っ
て
い
た
自
動

車
学
校
。
香
織
さ
ん
を
見
て
好
意
を
持
っ
た
雅
文
さ
ん
が
、
共
通
の
友

人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
が
初
対
面
だ
っ
た
。
初
め
て
見
た
お
互
い

の
印
象
に
つ
い
て
、
雅
文
さ
ん
は
「
オ
シ
ャ
レ
で
カ
ワ
イ
イ
」、
香
織

さ
ん
は
「
不
良
っ
ぽ
い
雰
囲
気
で
、髪
の
毛
が
凄
か
っ
た
の
が
印
象
的
」

と
語
る
。

　
　

そ
の
後
、
雅
文
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
告
白
。
交
際
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
交
際
期
間
中…

　
　

約
１０
年
間
の
交
際
期
間
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
沖
縄

で
の
生
活
。「
若
い
時
の
勢
い
で
行
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
く
て
良

い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
２
人
は
話
す
。
そ
の
他
に
も
、
色
々
な
場
所

を
２
人
で
旅
行
し
た
の
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
と
話
す
。

　
　

雅
文
さ
ん
は
「
一
度
別
れ
て
、
再
び
交
際
し
た
時
に
結
婚
を
意
識
し

て
い
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
雅
文
さ
ん
か
ら
結
婚
の
話
を
さ
れ
た
と

き
の
気
持
ち
を
香
織
さ
ん
は
「
嬉
し
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
結
婚
す
る
な

ら
こ
の
人
か
な
と
思
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
る
。

●
こ
れ
か
ら…

　
　

現
在
、
ト
マ
ト
・
長
ネ
ギ
な
ど
を
作
付
。
雅
文
さ
ん
は
「
今
後
、
ト

マ
ト
の
作
付
面
積
を
増
や
し
、
反
収
ア
ッ
プ
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　
　

香
織
さ
ん
は
現
在
、
２
歳
に
な
る
広
翔
（
ひ
ろ
と
）
く
ん
の
子
育
て

で
忙
し
い
毎
日
。「
農
作
業
は
し
た
こ
と
が
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
手
伝
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
ご
む
。

　
　

最
後
に
、
２
人
へ
「
結
婚
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？
」
と
訊
く
と
、

雅
文
さ
ん
は
「
自
分
に
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
一
緒
に
い
て
楽
で

す
」、
香
織
さ
ん
は
「
人
生
が
変
わ
っ
た
。
生
き
て
い
く
道
が
で
き
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

〈
取
材　

大
野
支
店　

藤
澤　

純
一
〉
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　１月１５日、木古内の伝統神事「第１８６回寒中
みそぎ祭り」の協賛イベントで「はこだて和牛・グ
ルメ魅了フェア」が行われた。
　用意した和牛は３０キログラム。和牛生産者ら
１５人が、鉄板でサイコロステーキを豪快に焼き上
げ、１皿２００円の格安価格で販売した。テント前
には長い列ができ、販売開始から３０分で５００食
を完売した。
　北海道新幹線開業を控え、道の駅「みそぎの郷き
こない」もオープンし、町は歓迎ムード一色。
　函館市から訪れた夫婦は「肉が柔らかくジュー
シーでおいしい」と笑顔を見せた。

　桧山南部立茎アスパラガス生産組合は１２月８日、
販売額３億円達成の祝賀会を開いた。生産者や関係
者ら７０名が集まり、一層の生産振興を誓った。　
　桧山南部の立茎アスパラ栽培は乙部が発祥。その
後、厚沢部・江差・上ノ国・奥尻・熊石の農家が加
わり、共選機械の導入や補助事業等で面積が拡大。
　今年度は９７戸が約１８ヘクタールに作付。春芽
の出荷が５月末で前年対比３割増となるなどおおむ
ね順調に推移し、販売額３億円を達成した。
　同生産組合の根津貴浩組合長は「手探りの状態か
らここまで来られて感慨深い。今後も生産者一丸と
なって４億円達成を目指したい」と挨拶した。

はこだて和牛をアピールはこだて和牛をアピール 初の販売額３億円突破を祝う初の販売額３億円突破を祝う
木古内寒中みそぎ祭りで木古内寒中みそぎ祭りで 桧山南部立茎アスパラガス生産組合桧山南部立茎アスパラガス生産組合

▲

サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
を
買
い
求
め
る
観
光
客
ら

▲

鏡
餅
を
飾
る
永
井
部
会
長（
右
）と
三
戸
部
局
長

　
（
左
）

▲

創
作
料
理
を
前
に
あ
い
さ
つ
す
る
生
徒
た
ち

▲

祝
賀
会
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
根
津
組
合
長

　八雲町もち米生産部会は昨年１２月２８日、豊穣
に感謝するとともに翌年の豊作を願い、渡島総合振
興局と北斗市、当ＪＡに「風の子もち」で作った鏡
餅を寄贈した。同部会からの寄贈は毎年恒例。
　二段重ねの鏡餅は直径３５センチ、重さ約８キロ。
渡島振興局では、三戸部正行局長が「立派な鏡餅を
ありがとうございます」と笑顔で受け取り、庁舎入
り口に飾られた。その後、北斗市・当ＪＡでもそれ
ぞれ贈呈式が行われた。
　同部会の永井和広部会長は「もち米の消費が伸び
悩むなか、出来ることを全てやり消費拡大に力を入
れたい」と意気込みを語った。

　函館大妻高等学校の食物健康科１年生３７名は
１２月１６日、同校で「ふっくりんこ創作料理発表
会」を開いた。田植えから収穫・脱穀までの一連の
米づくりを学ぶ食育授業の集大成。授業に携わった
生産者やＪＡ職員、関係者ら約２０名を招待し、創
作料理を振る舞った。
　生徒は８班に分かれて料理を考案。招待客が審査
を行い、肉料理で「豚ばら丼茶漬け～ゆずを添えて」、
魚料理で「さんまロール寿司」が１位を獲得した。
　生徒代表は「米づくりを通じて色々な方にお世話
になったので、料理で恩返しをしたいです。どうぞ
お召し上がりください」と挨拶した。

新年を風の子もちで祝って新年を風の子もちで祝って大妻高生がアイデアを競う大妻高生がアイデアを競う
関係機関に鏡餅を寄贈関係機関に鏡餅を寄贈「ふっくりんこ」創作料理発表会「ふっくりんこ」創作料理発表会
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　大野支店女性部は１月１６日、「第８回新・かあ
さんの味自慢」を北斗市農業振興センターで開いた。
女性農業者組織「一期会」「かりんの会」との共催。
　このイベントは、農家が普段家で作る家庭料理や
漬物、お菓子などを試食形式で市民に披露するもの
で、毎年恒例。約１２０点の多彩な料理を目当てに、
開始前から２００人以上の行列ができた。
　このほか会場では、そば打ちの実演や日用品のバ
ザーなども行われ、賑わった。
　市内から訪れた主婦は「知人が料理を出品するの
で初めて足を運んだ。品数が多くどれを食べてもお
いしい」と話した。

　函館支店女性部加工部会は１２月１８日、伝統野
菜「函館赤かぶ」を使った千枚漬の漬け込み・容器
詰め作業を行った。
　漬け込み作業は、赤かぶを薄切りにして漬物樽に
敷きつめ、酢・塩などで味付けする。着色料を使わ
ない自然の赤が特徴。完成した千枚漬は、１２月上
旬から４月頃まで容器詰めされる。生産量は毎年増
えていて、４年目となる今年は６５０㌔を仕込んだ。
　同部会の関本恵美子さんは「消費者においしく食
べて喜んでもらいたいです」と話す。
　千枚漬は、ホクレンショップ等で販売するほか、
湯の川温泉のホテルや旅館の食事で提供される。

農家の家庭料理が大集合農家の家庭料理が大集合

伝統の赤かぶを漬け物に伝統の赤かぶを漬け物に

第８回新・かあさんの味自慢第８回新・かあさんの味自慢

函館女性部が千枚漬けづくり函館女性部が千枚漬けづくり

▲

参
加
者
は「
親
の
世
代
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
内

　

容
だ
っ
た
」と
手
応
え
を
話
し
た
。

▲

講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者

▲

多
彩
な
料
理
の
数
々
に
箸
を
の
ば
す
市
民
ら

▲

千
枚
漬
の
袋
詰
め
を
す
る
女
性
部
員

　１２月から１月、各支店で担い手養成講座が開か
れた。今年度は共通テーマとして「法人化」を設定。
それを基に各地区で独自の講座が開かれた。
　若松支店では１２月１５日、檜山農業改良普及セ
ンターの渡部正章主査を招き「これからの地域の農
業を考える」をテーマに講義を開いた。
　冒頭では収支をシートに記入し、自らの経営への
理解度をチェック。その後、後継者不足の実態や今
後の予想が示され、法人化をはじめ労働補完システ
ムや作業受委託といった対応策が紹介された。
　また、伊藤慶晋営農センター長より、生産者の年
齢構成や農地面積の将来予測が紹介された。

　八雲地方酪農青年研究連盟と酪農生産部会八雲支
部は１２月１１日、同町活性化施設で「第７１回冬
季酪農学校・酪農セミナー」を開いた。熊本県酪連
の牛之濱泰崇氏とホクレン函館支所の江竜勝弥課長
が講演し、酪農家約３５名が聴講した。
　テーマは「アフリカ・ルワンダ体験記と熊本県の
酪農」「乳製品需要拡大事業」の２つ。講演後は「他
地域での酪農の実情」や「乳製品の消費拡大対策」
などについて、質疑応答が活発に交わされた。
　同連盟の三澤公雄会長は「２組織で広く意見を取
り入れて開催できた。今後も更に有意義な勉強会を
開き、酪農経営の発展に繋げたい」と話した。

地域農業の将来を考える地域農業の将来を考える

八雲酪農の発展に向けて八雲酪農の発展に向けて

「担い手養成講座」を開催「担い手養成講座」を開催

冬季酪農学校・酪農セミナー冬季酪農学校・酪農セミナー
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FocusFocus the Focus the JOB ～JAの仕事を紹介します～

農協まつり大収穫祭で販売を補助

営農課・生産施設課がある事務所

組合員の目線に立った営農センターの構築に努めます
　厚沢部支店営農センターは、営農課・生産施設課・生産資

材課の3 課から構成されています。当地区では、馬鈴薯・ア

スパラ・サヤエンドウの他、水稲・大豆・肉牛など様々な品

目を取り扱っています。

　営農課では、各種交付金業務や補助事業に関する事務に

加え、経営に関する指導業務なども行っています。そのほ

か、畜産に関する指導及び販売業務も行っています。生産

施設課では、倉庫などの施設運営や管理業務、生産組織の

運営事務や農産物の集荷・販売業務を行っています。また

共選業務では原料保管をしているので、品質管理には特に

注意して取り組んでいます。生産資材課では農業資材の各

種取り纏めや配達業務などを行っています。そして、迅速な

配送体系の確立に取り組んでいます。

　これからも組合員目線での対話を心がけ、営農の手助け

ができる営農センターの構築を目指し、職員一丸となって

頑張っていきます。

生産施設課
名和　奨
生産施設課
名和　奨

生産施設課
阿部俊祐
生産施設課
阿部俊祐

生産施設課
川股義喜
生産施設課
川股義喜

生産施設課
主幹 川野正喜
生産施設課

主幹 川野正喜

生産施設課
係長 北越一樹
生産施設課

係長 北越一樹

生産施設課
山中孝一
生産施設課
山中孝一

生産施設課
片桐英幸
生産施設課
片桐英幸

生産施設課
後藤　敦
生産施設課
後藤　敦

生産施設課
由利直喜
生産施設課
由利直喜

生産施設課
木村 美由記
生産施設課
木村 美由記

生産施設課
課長 大石雅樹
生産施設課

課長 大石雅樹

営農課
係長 大川道士
営農課
係長 大川道士

生産施設課
上野　司
生産施設課
上野　司

生産施設課
佐藤尊広
生産施設課
佐藤尊広

生
産
資
材
課

松
岡
勇
作

生
産
資
材
課

松
岡
勇
作

生
産
資
材
課

課
長 

竹
内
正
孝

生
産
資
材
課

課
長 

竹
内
正
孝

営
農
課

百
澤
竜
馬

営
農
課

百
澤
竜
馬

営
農
課

課
長 

三
浦
洋

営
農
課

課
長 

三
浦
洋

生
産
施
設
課

係
長 

谷
口
登
紀

生
産
施
設
課

係
長 

谷
口
登
紀

生産資材課
斉藤香代
生産資材課
斉藤香代

生
産
資
材
課

若
山
耕
大

生
産
資
材
課

若
山
耕
大

生産資材課
主幹 飴谷孝行
生産資材課

主幹 飴谷孝行
営農センター長
川股智明

営農センター長
川股智明

生産施設課
主幹 茎澤匡人
生産施設課

主幹 茎澤匡人

営農課
松岡　守
営農課
松岡　守

生産施設課
主査 佐藤貴之
生産施設課

主査 佐藤貴之
営農課

主幹 出口秀樹
営農課

主幹 出口秀樹

生産資材課
薄木待子
生産資材課
薄木待子

生産施設課
榎本瑠菜
生産施設課
榎本瑠菜

生産施設課
主査 山内素美
生産施設課

主査 山内素美営農課
北島みどり
営農課

北島みどり

今回は厚沢部支店営農センター。

【
連
絡
先
】

ＴＥＬ：0139-67-2805
ＦＡＸ：0139-67-2805

営農課
ＴＥＬ：0139-67-2846
ＦＡＸ：0139-67-2068

生産資材課

檜山郡厚沢部町新町183-3

ＴＥＬ：0139-67-2175
ＦＡＸ：0139-67-2292

生産施設課

檜山郡厚沢部町松園町5-4
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渡島農業改良普及センターのホームページ 檜山農業改良普及センターのホームページ

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！

http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm http://www.hiyama.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

※子実重は２．４mmふるい上。水分は１２．５％に補正した。※タンパク基準値　９．７～１１．３％（許容値　８．５～１２．５％）

（試験実施地区：今金町）

9/25試験２（とれ太郎Ｐ追肥区）

表1　調査結果

檜山農業改良普及センター

（１）内容　試験区①DdNP73　試験区②BBNK52CR　による起生期 の１回追肥

　　　　　　慣行区 硫安による起生期、幼穂形成期、止葉期 の３回追肥

　　　　　　窒素成分は、基肥＋追肥で全ての区で18.7kg/10aとした。

（２）結果　慣行区と比較して、２．４mm以上の子実重は、①区で９６％、②区で９９％とほぼ同等であっ

　　　　　　た。どちらの肥料も起生期１回の追肥で収量、タンパク値ともほぼ同等の結果であった。肥料費

　　　　　　は２，０００～２，５００円／１０ａ程度高くなるが、作業時間や各経費、他作物との労働競合

　　　　　　から幼穂形成期と止葉期に追肥できないリスクを考慮すると、当地区での利用は可能である。

区　分

試験１

試験２

慣　行

区　分

精玄
米重

（kg　　
　/10a）

千粒重
（ｇ）

精 米
蛋 白
（％）

不稔
歩合
（％）

出穂期 成熟期
収量比
（％）

等 級草丈
（cm）

㎡茎数
（本）

稈長
（cm）

穂長
（cm）

㎡穂数
（本）

6月 22日 9月 25日

試験１

試験２

慣　行

２６.７

２６.６

２７.２

３９４

３９４

３３０

７６

７３

７８

１６.５

１５.９

１７.０

６３３

５９４

６３０

４８９

５０６

５０８

２３.８

２４.０

２３.７

１上

１中

１中

７.１

７.１

７.０

５.２

４.９

４.５

９６

１００

（１００）

８/５

８/６

８/７

９/２２

９/２３

９/２４

とれ太郎Ｐ

とれ太郎Ｐ

ケイカル とれ太郎Ｐ

ケイカル

６.０

－

１２.０

　１.０

３０.０

３０.０

４０.０

４５.０

６０

５０

１００

０

１０

２０

資　材 基肥
(kg/10a)

成分（％）
く溶性燐酸 く溶性苦土 可溶性珪酸 アルカリ分

追肥
(kg/10a)

１　秋まき小麦「きたほなみ」施肥試験（檜山本所）

（１）内容

（２）結果

　　①　「とれ太郎Ｐ」施用区は生育がやや早まり、

　　　　仕上がりが良かった。追肥体系（試験２）では、収量・品質及び蛋白

　　　　は慣行とほぼ同等であった。

　　②　「とれ太郎Ｐ」は施用量がケイカルの半量で済むことから、追肥を実

　　　　施した農家の評判は良かった。

　　③　価格は、ケイカルの半量施用で慣行とほぼ同等である。

　　④　施用に当たっては、土壌分析により燐酸、苦土の要否を検討する必要

　　　　がある。

　　⑤　基肥同一による追肥効果だけの比較は行っていない。 

３ 具体的データ

２ 水稲への「とれ太郎Ｐ」施用効果確認試験（檜山北部支所）

試験区分
成熟期

(月日)

６/２４

葉色値

子実重

(kg/10a)

千粒重

 (ｇ)

子実

タンパク

(％)
稈長

(cm)

穂長

(cm)

穂数

(本/㎡)

試験区①

試験区②

慣行区

 ７/１３

 ７/１３

 ７/１２

５１．９

５１．３

５０．３

８３．５

８１．３

８４．３

９．３

９．６

９．６

９６０

８６８

８４８

４４３．２

４５６．１

４６２．６

４０．７

４０．８

４１．９

１０．８

１０．７

　９．８

成熟期の

「とれ太郎」は、弱酸性（pH5.5付近）での溶解性が高く、ケイ酸の吸収効
率が高いとされています。
「とれ太郎Ｐ」はカーボンブラック添加で、融雪効果をプラスしたもの。

FocusFocus the 

生産施設課
名和　奨

生産施設課
阿部俊祐

生産施設課
川股義喜

生産施設課
主幹 川野正喜

生産施設課
係長 北越一樹

生産施設課
山中孝一

生産施設課
片桐英幸

生産施設課
後藤　敦

生産施設課
由利直喜

生産施設課
木村 美由記

生産施設課
課長 大石雅樹

営農課
係長 大川道士

生産施設課
上野　司

生産施設課
佐藤尊広

生
産
資
材
課

松
岡
勇
作

生
産
資
材
課

課
長 

竹
内
正
孝

営
農
課

百
澤
竜
馬

営
農
課

課
長 

三
浦
洋

生
産
施
設
課

係
長 

谷
口
登
紀

生産資材課
斉藤香代

生
産
資
材
課

若
山
耕
大

生産資材課
主幹 飴谷孝行

営農センター長
川股智明

生産施設課
主幹 茎澤匡人

営農課
松岡　守

生産施設課
主査 佐藤貴之

営農課
主幹 出口秀樹

生産資材課
薄木待子

生産施設課
榎本瑠菜

生産施設課
主査 山内素美営農課

北島みどり

11No.No.162162



〜
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
①
〜

農
業
価
値
の
向
上
を
け
ん
引
す
る
北
海
道
農
業

若
者
が
ほ
し
が
る
我
が
国
農
業

北
海
道
経
済
連
合
会　

名
誉
会
長 

近
藤 

龍
夫 

氏

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

近
藤 

龍
夫 

氏

（
こ
ん
ど
う　

た
つ
お
）

北
海
道
経
済
連
合
会 

名
誉
会
長

公
益
社
団
法
人
北
海
道
観
光
振
興

機
構 

会
長

　

第
１
回
は
、近
藤
龍
夫
氏
の

提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
が
率
先
し
て
国
民
へ
の

農
業
価
値
理
解
活
動
を

　

農
業
価
値
と
は
農
業
の
存
在

価
値
的
な
意
味
合
い
と
理
解
し

て
頂
き
た
い
。

　

世
界
的
に
は
、『
国
土
を
確
保

し
て
守
る
こ
と
』、『
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
』、『
農

業
を
主
と
す
る
食
を
守
る
こ

と
』、こ
の
３
つ
が
国
と
し
て
最

低
限
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

　

国
家
的
に
食
・
農
業
を
価
値

あ
る
重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け

て
い
る
国
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

食
・
農
業
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、わ
が
国
で
は
、農
業

の
重
要
性
、農
業
価
値
が
忘
れ

ら
れ
て
き
た
感
が
す
る
。

　

将
来
的
に
は
世
界
的
な
食
料

危
機
が
さ
さ
や
か
れ
始
め
て
お

り
、今
こ
そ
農
業
の
重
要
性
の

国
民
的
な
理
解
が
必
要
。政
治

や
、幼
少
教
育
の
場
な
ど
を
通

じ
て
農
業
立
国
北
海
道
が
率
先

し
て
理
解
活
動
を
行
っ
て
い
く

べ
き
。こ
の
理
解
こ
そ
が
正
し

い
農
業
の
普
及
に
つ
な
が
る
力

に
も
な
る
。

北
海
道
農
業
実
現
に
向
け
国
の

制
度
づ
く
り
を

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
お

い
て
、国
民
に
必
要
な
基
礎
的

な
食
材
に
あ
た
る
重
要
品
目
に

つ
い
て
は
、国
が
一
定
の
自
給

力
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
、確
た
る
生
産
目

標
と
、そ
の
実
現
の
た
め
の
政

策
・
制
度
を
定
め
る
。そ
し
て
、

目
標
達
成
に
協
力
す
る
優
良
な

農
家
が
安
心
し
て
生
活
し
、生

産
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
守
る
べ
く
と
こ
ろ
は
守
る
な

ど
し
て
、生
産
環
境
を
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
環
境
づ
く

り
の
政
策
提
言
や
生
産
活
動
の

推
進
す
な
わ
ち
農
業
価
値
向
上

の
け
ん
引
役
と
し
て
、北
海
道

が
産
学
官
一
体
と
な
っ
て
国
を

動
か
し
て
実
現
を
目
指
す
べ
き
。

　

こ
れ
ら
が
実
現
し
て
こ
れ
ま

で
の
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る

対
策
型
の
政
策
で
は
な
く
不
動

の
政
策
と
な
れ
ば
、国
民
と
り

わ
け
農
業
者
の
望
む
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、「
若
者
が
欲
し
が
る
農

業
」と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ
が

明
確
に
な
る
の
で
、将
来
に
希

望
が
も
て
る
北
海
道
農
業
が
実

現
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

信
じ
て
い
る
。

　

行
き
つ
く
と
こ
ろ
、日
本
の

農
業
は
、北
海
道
的
な
農
業
に

変
わ
っ
て
い
く
べ
き
。そ
れ
が
、

世
界
の
常
識
的
な
農
業
の
姿
。

　

積
極
的
に
中
央
に
出
て
い
き
、

国
の
制
度
作
り
に
参
加
す
る
。

北
海
道
農
業
に
近
い
制
度
を
つ

く
る
よ
う
に
も
っ
て
い
く
。そ

れ
に
は
農
業
者
だ
け
で
な
く
、

北
海
道
大
学
に
も
担
っ
て
も
ら

う
。ま
た
、例
え
ば
農
業
に
経
済

的
な
セ
ン
ス
を
入
れ
る
と
き
も
、

経
済
家
で
は
な
く
、農
業
経
済

は
農
家
が
や
れ
る
よ
う
北
海
道

大
学
に
力
に
な
っ
て
も
ら
う
。

農
業
経
済
は
農
家
に
任
せ
て
お

け
と
い
う
く
ら
い
、農
業
者
は

日
本
経
済
全
体
に
も
関
わ
っ
て

い
く
力
を
持
つ
べ
き
で
、農
業

の
専
業
地
帯
で
あ
る
北
海
道
か

ら
発
信
す
る
の
が
産
学
連
携
の

形
で
あ
る
。

　

そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
農
業
構
造

を
変
え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

や
は
り
、北
海
道
か
ら
発
信
し

て
い
く
の
が
一
番
素
直
な
姿
で

あ
り
、ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
欲
し
い
。

最
後
に
一
言

　

力
強
い
農
業
が
今
回
の
大
会

の
基
本
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
生
産
、加
工
、

流
通
、販
売
、そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
農
業
に
は
特
に
科
学
的

に
、そ
し
て
経
済
学
的
に
も
世

界
の
最
先
端
、高
度
化
を
図
っ

て
日
本
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
、

そ
ん
な
北
海
道
農
業
に
な
っ
て

頂
き
た
い
。
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大中山
コモン

大中山
中学校

大中山
小学校法雲寺

至函館→

5

INFORMATION

　１号
　２号

　３号

　４号

　５号
　６号
　７号

　８号

　９号

１０号

１１号

１２号

第１3回　理事会（定例）議案 日時：平成28年1月25日（月） １２：００～　場所：花びしホテル

第１2回　理事会（定例）議案 日時：平成27年12月22日（火） １０：３０～　場所：北斗市総合分庁舎

議 案

議 案

（受付 １２：３０～）（受付 １２：３０～）

大中山コモン大中山コモン 七飯町大中山３丁目 TEL ： 0138-65-9711七飯町大中山３丁目 TEL ： 0138-65-9711

道南農業試験場などが開発した最新の農業技術等を、いち早く皆様にお伝えします。

お問い合わせ先 ℡０１３８－７７－８１１６

日　時

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構 　農業研究本部 道南農業試験場

●ハウス春野菜収穫後の施肥対応　●りんごやイチゴの新しい品種　●施設ホウレンソウのコナダニ被害の軽減策
●平成２７年度に発生した注意すべき病害虫　●農業改良普及センターの活動紹介　　など

場　所

大中山中山 大中山

参加
料
無料

内
容

平成２8年２月２3日（火） １３：００～１６：００平成２8年２月２3日（火） １３：００～１６：００

業試験場などが開発した最新の農業技術等を いち早く皆様にお伝えします道南農業試験場などが開発した最新の農業技術等を いち早く皆様にお伝えします

第１８回 道南農業新技術発表会

←至大沼

役員報酬審議会委員の選任について
北海道農業信用基金協会への外部出資の
増額について
平成2７年度決算棚卸及び棚卸抽出検査
の実施について
個人情報保護方針及び個人情報保護法等
に基づく公表事項等の一部改定について
特定個人情報取扱規程の制定について 
個人情報取扱規程の一部変更について 
従業員個人情報取扱規程の一部変更につ
いて

個人情報保護に係る内部監査規程の一部
変更について
平成27年度実質破綻先債務者の貸倒償
却及び利息減免について
理事に対する平成27営農年度組合員勘
定供給限度額の変更について
理事に対する平成28営農年度組合員勘
定供給限度額等及び物品取引契約の限度
額について
平成28年度役員報酬額の諮問について

　１号
　２号

　３号
　４号
　５号

　６号

　７号

　８号

　９号

１０号
１１号

１２号

１３号
１４号

１５号

１６号
１７号

１８号

１９号
２０号
２１号

第3四半期定期監査に対する回答について
地方公共団体に対する貸付に係る事前承
認について
平成28年度内部監査計画（案）について
施設利用料の見直し（案）について
平成28年度営農販売事業における料金・
料率の設定（案）について  
桧山南地区アスパラ共同選別施設増設に
係る取進めについて　
平成28年度事業計画基本方針（案）につ
いて
平成28年度事業計画〈固定資産取得・処
分〉（案）について
平成28年度事業計画〈取扱・収支〉
（案）について
平成28年度役員報酬額の決定について
農業委員の推薦について

平成28年度経営定期点検実施計画につ
いて
生乳増産奨励対策事業（案）について
平成28年度金融機関貸付方針（案）に
ついて
理事に対する共済担保貸付並びにクミカ
ン供給限度額変更に係る包括事前承認に
ついて
平成28年度余裕金運用（案）について
平成28年度余裕金預け先金融機関につ
いて
平成28年度余裕金運用計画額および運
用方針（案）について
資産査定要領の一部変更について
自己査定マニュアルの一部変更について
担保評価マニュアルの一部変更について

みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン
（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。

農協のトマトカレー
（1袋1食入り）

14 No.No.162162



（受付 １２：３０～）

大中山コモン 七飯町大中山３丁目 TEL ： 0138-65-9711

平成２8年２月２3日（火） １３：００～１６：００

第１８回 道南農業新技術発表会
応募締め切り 2月19日（金）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

1

5 6

7 8 9

10 11 12

13

14 15

2 43

キーワード

1
2

3

4
6
8

11
12

その色が自慢の北海○○○○チコリー。
中島みゆきの名曲です。
「♪縦の○○はあなた　横の○○は私」
サボる力士を、板についたままの様子から
例えてこう言います。
自分の強み。
車で通るのが大変なガタガタの道。
○○○○棒、火の○○○○。
1km先が見えないのが霧、では1km先が見えるのは？
剣道の剣。

1
3
5
7
9

10
13
14
15

北斗市は41度、北極点は90度。
函館女性部特製「赤○○の千枚漬」。 
その場から離れて○○○○に見る。
現在の愛媛県。
両親のこと。
稲、小麦と共に世界三大穀物に数えられます。
食べ物の保存容器です。
ちっ素、カリウムと○○酸が肥料の三要素。
○○○クリーニング。

ヨコのカギ

タテのカギ

二重マスの文字を並べてできる言葉は何でしょうか？
中には今月号のえすぽわーるにヒントのカギがあるかも。

冬が旬です。キーワードヒント

プレゼント

　　 E-mailアドレス　shinya.toda@ja-shinhakodate.com

あて先
クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

2

みんなのまるめ郎広場みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン ・ 農協トマトカレー ・ 函館産いかめし
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

3
3 3

農協ラーメン農協ラーメン
（1袋2食入り）（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）（1袋2杯入り）

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。
クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。

農協のトマトカレー農協のトマトカレー
（1袋1食入り）（1袋1食入り）

JA新はこだてfacebookページ 随時更新中！
最新情報をチェックして下さい！
　２０１５年２月１日に開設したfacebookページは、先
日、１周年を迎えました。１年間で載せた記事は７７件。組
合員の皆様にご協力いただき、随時最新情報を掲載して
きました。
　閲覧回数が一番多かった記事は森地区の婚活パーティ
の告知で、６,８００人ほどの方に見ていただきました。
 
　今後も随時、更新していきますので、ぜひチェックして
みてください！

https:// fb.com/290040037860988/

JA新はこだて facebook 検索

s:// fb com/290040037860988/
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発　行／新函館農業協同組合
住　所／〒041－1201  北斗市本町１丁目１番２１号
　　　　　　　　　　（北斗市総合分庁舎隣）
電　話／０１３８－７７－５５５５（代表）
ＦＡＸ／０１３８－７７－５５６６
編　集／企画室
印　刷／有限会社　三和印刷

ＪＡ新はこだて facebook
ＪＡ新はこだてホームページからも

ご覧いただけます。
こちらも、よろしくお願いします。

「えすぽわーる」とはフランス語で「希望」という意味。「えすぽわーる新函館が読者の皆さんに希望を届ける広報誌になって欲しい」という願いが込められています。

えすぽわーる新函館
第１62号　平成２8年 2月10日発行 編

集
後
記

地元産の食材をふんだんに使った「若松ポーク丼」1,200円 (税込 )

　

昨
年
１１
月
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
、「
北
海
道

民
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
や
消
費
者
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
よ
う
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　

広
報
に
当
た
っ
て
は
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
向

け
た
情
報
発
信
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
え
す
ぽ
わ
ー
る
」
で
も
、
主
た
る
読
者
は
農
家

組
合
員
の
皆
様
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
年
は
地
域
の
方
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
も
意
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
道
南
の
農
畜
産
物
の
魅
力
を

正
確
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
真
）

地
場
産
の
豚
肉
や
野
菜
が

つ
ま
っ
た
人
気
の
ど
ん
ぶ
り

題名：マルメロード第37章題名：マルメロード第37章

まるめ郎アルバム

函館公園の上から。
なかなかの景色！
寒いし、ボクも上着着ようかな。

Ｄａｙ：２０１６．１．１４Ｄａｙ：２０１６．１．１４

★２３品目★
若松ポーク丼

厳しい出荷基準をクリアした
若松ポークマン

「他にもおいしい料理がたくさんありますの
で、ぜひいらしてください」と岩田料理長

　

今
月
は
、
若
松
地
区
の
㈲
高
橋
畜
産
が
生
産
す
る

ブ
ラ
ン
ド
豚
「
若
松
ポ
ー
ク
マ
ン
」
を
使
っ
た
料
理

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
去
年
、開
業
２０
周
年
を
迎
え
た「
温

泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
こ
ま

な
い
」。
岩
田
一
行
料
理
長
が
イ
チ
押
し
の「
若
松
ポ
ー

ク
丼
」
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

甘
み
が
あ
り
、
脂
の
し
つ
こ
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

の
が
特
徴
の
若
松
ポ
ー
ク
マ
ン
。
相
性
バ
ツ
グ
ン
の

地
場
産
ニ
ン
ジ
ン
・
し
い
た
け
・
玉
ね
ぎ
・
長
ね
ぎ

と
一
緒
に
、
ご
ま
を
混
ぜ
た
特
製
の
醤
油
ダ
レ
で
炒

め
ま
す
。
そ
れ
を
熱
々
の
ご
は
ん
の
上
に
盛
り
付
け

て
完
成
で
す
。
１０
年
以
上
前
に
開
発
さ
れ
、
今
で
も

幅
広
い
世
代
か
ら
人
気
の
一
品
で
す
。

　

岩
田
料
理
長
は
「
地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
使
っ

て
、
他
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
料
理
を
提
供

し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

レストラン まこまない（温泉ホテルきたひやま内）
住所：久遠郡せたな町北檜山区徳島４- １６　ＴＥＬ：0137-84-4120
営業時間：昼の部 11：00～ 14：00、 午後の部 14：00～ 17：00、 
　　　　　夜の部 17：00～ 21：00（ラストオーダー 20：30）
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